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10 部品の交換方法 

部品交換は日々のメンテナンスで必要となりますので、以下の｢主な部品の交換方法｣をよくお読み頂

き、作業を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 シール部の構造 

シール部は下のイラストの部品から構成されていますので、部品交換の時は順番を間違えないよう

に取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部品交換のための準備 

各部品を交換する際は樹脂カバーを取り、圧着レバー、コントロールユニットを持ち上げて倒すこ

とで作業が行いやすくなります 

・本体カバーを取り外す 

 初にテーブルを取り外します。シー

ラー本体の左右、前側のビスをプラス

ドライバーで緩めカバーを持ち上げ

て外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取扱説明書に記載している｢主な部品の交換方法｣以外の間違った方法で交

換すると感電や火傷をする危険性があります。 

 各部品の交換の前には、必ず電源プラグを抜いて

から、作業を行ってください。差し込んだまま作

業を行うと感電する危険性があります。 

 消耗品は弊社指定の部品を必ず使用してください。 

ガラステープ 

38ｍｍ幅 

圧着レバー 

ハクリテープ 

温度センサー 

センタードライテープ 

40mm 幅 

ハクリテープ 

サーコンシート 

13ｍｍ幅 
ヒーター 

10ｍｍ幅 

下シールバー 

ガラステープ 

38ｍｍ幅 

シリコンゴム（白） 

16ｍｍ幅 
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・圧着レバーを持ち上げ 

本体カバーを持ち上げ外してから、圧着

レバー中央の圧力調整ナット固定ビス

を左に回して緩め、シール圧力調整ナッ

トを左にカチッと音がするまで回しま

す。 

その後、圧着レバーを持ち上げ、奥側

に倒してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-1 センタードライテープの交換 

【必 要 物】はさみ、プラスドライバー 

【交換の目安】センタードライテープが破れた、焦げた、シールが汚い等 

 

センタードライテープは単品販売しています。 

1 端の方から古いセンタードライテープを取り除い

てください。 

2 新しいセンタードライテープを圧着レバーの長さ

より 5mm ずつ、計 10mm 長めにはさみで切ってくだ

さい。（470mm にカット） 

3 新しいセンタードライテープを圧着レバーの端か

ら順に貼っていき、圧着レバーからはみ出たセンタ

ードライテープの両サイドを圧着レバーの側面に

折り曲げて貼り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   このときヒーターには、粘着のりがないテープ中央部分が当るように貼ってください。
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10-2 ヒーターの交換 

【必 要 物】プラスドライバー 

【交換の目安】ヒーターが切れた、凸凹が発生し

た、シールが汚い等 

ヒーターは単品販売しています。 

 

1 プラスドライバーで電極カバー側面のビス

（前）を緩め、電極カバーを外してください。 

 

 

2 ヒーターはセンタードライテープで覆われて

います。センタードライテープを外してくだ

さい。 

 

 

3 電極レバーを下方向に起こし、ヒーター止め

ビスをプラスドライバーで緩めてください。 

 

 

4 ヒーター止めビスを緩めると傷んだヒーター

が取り外すことができます。 

 

 

5 電極レバーを下方向に起こしたまま新しいヒ

ーターを電極の溝に挟み、ヒーターが電極から

浮かないように押えながらヒーター止めビス

をしっかり締めた後、電極レバーを上方向に戻

してください。 

 

 

 

 

交換用ヒーターは必ず弊社指定の

専用ヒーターをご使用ください。専

用ヒーター以外のヒーターを使用

されますと、トランス焼損の原因と

なります。 

 

 

ヒーター止めビス 

起こす 

電極カバー 
止めビス 

電極レバー 

電極カバー 

ヒーター止めビス 

ヒーター 

レバーはこれ
以上おこさな
いでください。
電極が破損し
ます。 

 ヒーター端子を電極に差し込む位置

を間違わないようにしてください。間

違って取り付けると、電極部分で 

ショートします。 

安全のため、ヒーター交換後は必ず 

電極カバーを取り付けてください。 
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10-3 ガラステープ、サーコンシートの交換 

【必 要 物】はさみ、プラスドライバー 

【交換の目安】ヒーターがよく切れる、シール

が汚い等 

ガラステープ、サーコンシートは単品販売して

います。 

 

1 センタードライテープ、ヒーター、温度セン

サーは、各交換方法に記載の方法で取り除いて

ください。 

 

2 ヒーターの下側のガラステープとサーコンシ

ートをきれいに取り外してください。 

 

3 新しいサーコンシートを長さ 464mm にカット

して圧着レバー左右 2mm ずつ長めに貼り付けて

ください。 

 

4 ガラステープは長さ 470mm にカットして圧着

レバー左右 5mm ずつ長めにサーコンシートの上

に重ねて貼り付けます。 

 

5 圧着レバーからはみ出たガラステープの両サ

イドを圧着レバーの側面に折り曲げて貼り付け

てください。 

 

6 ヒーター、温度センサー、センタードライテ

ープの順に、各交換方法をよくお読みいただき

取り付けてください。 

 

 

 

 

10-4 シリコンゴム（白）の交換 

【必 要 物】シンナーまたは、工業用アルコール 

【交換の目安】シールが汚い等 

シリコンゴム（白）は単品販売しています。 

 

1 傷んだ（古くなった）シリコンゴムを取りは

してください。 

 

2 圧着レバーの金属部に残った粘着のりを工

用アルコールなどできれいに拭きとってくだ

さい。 

 

3 新しいシリコンゴム（白）を端から順に貼っ

てください。 

 

 粘着のりが残っている上にテープ

を貼りますと、シール面に悪影響を

おこします。 

 シリコンゴム（白）は貼り直しができ

ませんので丁寧に貼ってください。 

 
サーコンシート 

ガラステープ 

サーコンシートの

上にガラステープ

重ねて貼る。 

前後を圧着

レバーの側

面に折りま

げて貼り付

ける。 

電
極 

シール受け

シリコンゴム
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10-5 圧着ゴムの交換 

【必 要 物】プラスドライバー、 

【交換の目安】圧着ゴムは定期的に交換して

ください。 

 

圧着ゴムの反発力が弱くなるとシール不良

の原因になります。 

 

消耗品を交換してもシール状態が悪いなど

の場合、 

圧着ゴムを交換してください。 

 

 

 

 

10-6 マイクロスイッチの交換 

【必 要 物】プラスドライバー 

マイクロスイッチは単品販売しています。 

 

 

 

 

 

1 マイクロスイッチを固定している 2 ヶ所の

ビスを取り外し、マイクロスイッチの端子

を抜きます。 

2 取り付ける時は、マイクロスイッチ端子を

接続し、ビスでマイクロスイッチを固定し

てください。 

  

 

 

 

 

 

 

10-7 温度センサーの交換 

 

 

 

 

 

 

 

【必 要 物】プラスドライバー 

【交換の目安】温度センサーの破損、温度センサーモジュールの破損 

 

温度センサーは単品販売しています。 

温度センサーは、圧着レバー右端のヒーターとガラステープの間にセットされています。 

 

 

 

 マイクロスイッチの交換は必ず電源

コードをコンセントから抜いた状態

で行ってください。 

 マイクロスイッチの端子を取り外

す時、取り外した位置を記録してく

ださい。間違って差し込むと加熱工

程が終了しません。 

 温度センサーを傷めないように注意して交換作業を行ってください。 

 温度センサーがずれたり、取り付け忘れたりしますと機械が正常に働かなくなりますので

充分に注意して確実に作業を行ってください。 

圧着ゴム 

マイクロスイッチ 
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取り外し 

1  センタードライテープを取り外して

ください。 

2  ヒーターを取り外します。「10-2 ヒー

ターの交換」を参照してください。 

3  温度センサーのコネクタを抜いてく

ださい。 

4  ビス A-1、ビス A-2、ビス B を外し、

温度センサー固定板を外して温度セ

ンサーを取り外してください。 

 

5  下記の「温度センサーの取り付け」を

参照して、新しい温度センサーを取り

付けてください。 

 

 

 

 

 

取り付け 

1  温度センサー固定板（ビス A-1 側）を

温度センサー先端部の穴に温度センサ

ー固定板の突起部分をはめ込み圧着レ

バーに固定する。 

2  温度センサー固定板（ビス A-2 側）で

温度センサーを挟み込み仮固定する。

（右イラスト参照）。 

 

 

 

 

3  温度センサー固定板（A-1 側）と温度セ

ンサー固定板(A-2側)の間はたるまない

ように温度センサーモジュール側にセ

ンサーを軽くひっぱりながら温度セン

サー固定板(A-2側)をしっかりと固定し

てください。 

 

 

 

 

 

4 温度センサーモジュールを固定してく

ださい。 

5 ヒーターを取り付けてください。（「10-2 

ヒーターの交換」参照） 

ビス A-1 

ヒーター 

温度センサー固定板 

温度センサー固定板 

温度センサーモジュー

ヒーター 

ビス B 

ビス A-2 
 ビス A-1 からビス A-2 の間の温度セ

ンサー部分はたるまないようにして

下さい。 

 温度センサーをひっぱる時、温度セ

ンサーモジュールを持って強くひ

っぱるとセンサー部が切れてしま

うことがあります。 
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温度センサーの取付位置 

●温度センサー 

 

 

 

●取付位置 

 

 

 

 

 

 

 

10-8 電池交換 

    

【必 要 物】プラスドライバー 

【交換の目安】BATTERY ERROR,TIMER ERROR が表示されたとき 

 

 

 

 

 

 

電池にて日時設定のバックアップを行っています。 

電池の電圧が低下した場合、表示部に BATTERY ERROR,TIMER ERROR と表示されます。 

表示がでた場合、電池交換を行ってください。 

 

使用ボタン電池：CR2032 

 

 

 

1  本体カバーを取り外します。（「部品交換の

ための準備」参照） 

 

2  コントロールボックスの右横のナット（白）

を緩めて奥側に倒してください。 

 

3  イラストの電池蓋を取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 DATE<09.01.20> 

BATTERY ERROR 

1 DATE<09.01.20> 

TIMER ERROR 

感温部 

感温部 

ヒ ー タ

 温度センサーの取り付け位置を誤

りますと、シールができない場合が

あります。 

 部品交換の時は必ず電源スイッチを OFF にし、電源コードをコンセントから抜いて

行ってください。 

 ボタン電池を電池ケースから取り出す

ときは電池を一度奥におしこんでから

上に押し上げるようにして取り出して

ください。また電池を入れるときは＋

側を電池ケースの上側になるように

し、ケースと電池が平行になるように

しながら電池を挿入してください。電

池を挿入する際、電池がよじれると入

りにくくなります。 

電池蓋  ローレットナット 

ボタン電池 
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電池交換後、TIMER ERROR が表示されます。 

 

 

 

 

日付、時間が初期化されているの

で P21 ページを参照して日付、時

間を合わせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-9 ヒューズ交換 

【必 要 物】プラスドライバー 

 

1 本体カバーを取り外します。 

2 本体左奥にあるヒューズホルダーからヒ

ューズを取り外して新しいヒューズを取

り付けてください。 

 

 

10-10 ショックキラーの交換 

【必 要 物】スパナ 2本 

【交換の目安】ショックキラーの油漏れ 

 

1 ショックキラーを固定しているナット2ヶ

所を緩めるとショックキラーが取り外せ

ます。 

2 新しいショックキラーを右図のとおり 36mm

の高さにしてナットを締めこんでください。 

(36mm 以上であれば、シール不良の原因、

ショックキラーの破損に繋がります。36mm

以下であれば衝撃音が大きくなります。) 

 

部品の交換が終了しましたら 

 

1 圧着レバーを元の位置に戻して、圧着レバ

ーを上から押しながらシール圧力調整ナッ

トを右に動かなくなるまで回して NORMAL

の位置まで戻してください。そして、圧力

調整ナット固定ビスで固定してください。 

2 コントロールユニットを元の位置に戻し

てローレットナット(白)を締めてください。 

3 本体カバーをかぶせドライバーでナベビ

スを締め込み固定してください。ユリヤネ

ジと本体の間に差し込み、ユリヤネジで固

定してください。 

1 DATE<09.01.20> 

TIMER ERROR 

電池交換して日付、時間合わせを

行っても TIMER ERROR が表示

される場合は基板の故障が考え

られます。 

 電池交換を行った後、MENU8 INITIALIZE RAM を行い、データを初期化してください。

ヒューズ 
3
6m
m 

ショックキラー 
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11 シール圧力調整＆ロードセル校正 
11-1  シール圧力の調整 
シール圧力調整ナットに表示されている「圧力の強さ（標準）」を小レバーの指針に合わせて調整し

ます。 

 

1 圧力調整ナット固定ビスを緩めます。 

 

2 圧力調整ナットを回して、使用される包材

の厚みに応じたシール圧力に調整すること

ができます。通常は、標準の位置で使用しま

す。圧力調整ナットは右方向に止まるまでい

っぱいに回し、その後左にまわして調整して

ください。 

 

3 調整が済んだ後は必ず固定ビスで圧力調整ナ

ットを固定してください。 

  

 

 

1 圧力調整ナットを右方向に回しすぎた状

態で使用するとシール不良の原因となった

り、ソレノイドの吸引力が落ちてマイクロス

イッチが入らなくなったりします。 

2 また、過大な圧力がかかり大変危険ですの

で上記説明文にしたがって圧力調整ナット

のシールに記載している赤色の範囲内にセ

ットしてください。 

3 左方向に回し過ぎた状態で使用すること

も大変危険です。ショックキラーで圧着レバ

ーの昇降音を押さえていますが圧着レバー

の下がるスピード、昇降音が大きくなります。 

 

11-2 ロードセルの校正 
 ご使用回数、時間の経過に伴い、ロードセルの精度は落ちてきます。 

 ロードセルをよりよい条件でご使用いただくために、1年に 1回の校正を推奨しています。 

 校正を行う場合、ロードセルだけを取り外して校正を行うことができません。 

 OPL-451-MD を弊社に送付にて行う必要があります。 

 校正が必要な場合、弊社に一度お問い合わせください。 

 

 

 

 

圧力調整ナット

指針 




